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ある。⑤中位数とは，n 個のデータ 1, 2, 3, …, n を大きさの順に並べた時，ちょうど中央に位置するもの











































東日本 西日本 1904年以前 1905年以降
算術平均　　 　　47.39 36.40 37.29 　45.6　　
（標準偏差）　 　　（22.68） （16.47） （18.26） （21.99）
中位値　　　 　43.0 33.0　 33.5　 　43.0　　
最頻値　　　 　49.5 27.0　 33.5　 　49.5　　
最多（最大） 116.0 91.0　 91.0　 116.0　　
最少（最小） 　11.5 16.0　 13.5　 　11.5　　
標本数（N）　 162 73 46 189
B 東日本 西日本
1904年以前 1905年以降 1904年以前 1905年以降
算術平均　　 39.52 　48.96 34.13 37.2　
（標準偏差）　 （20.03） 　（22.92） （15.36） （16.91）
中位値　　　 34.0　 　44.5　 32.0　 33.75
最頻値　　　 28.5　 　42.0 　 － 27.0　
最多（最大） 91.0　 116.0 　 81.5　 91.0　
最少（最小） 13.5　 11.5　 16.0　 16.0　
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1885 1900 1915 1940 1885⊖1900 1900⊖1915 1915⊖1940
人口（千人） 38,176 44,056 53,110 71,933 0.96 1.25 1.22
GNE（百万円） 3,852 6,238 8,522 22,848 3.27 2.11 4.02
消費支出（百万円） 3,284 5,270 6,806 13,389 3.20 1.72 2.74
１人あたりGNE（円） 100.9 141.6 160.5 317.6 2.28 0.84 2.77
１人あたり消費支出（円） 　86.0 119.6 128.1 186.1 2.22 0.46 1.51









　ここでGNEの年平均成長率を表２から求めてみよう。年平均成長率 r は，基準年のGNEを G0， t 年後
のGNEを Gt，年あたりのGNE成長率を r とすると，r ＝（Gt⊘G ０）1⊘t−1 として求められる。成長率の計算
は，パソコンの表計算ソフトで簡単にできる。たとえば，表計算ソフトのエクセルを使うならば，表２の
1885⊖1900年のGNE「成長率」は，「集計値」の欄にある，GNEの1885年の値（3852）と1900年の値（6238）
とを利用して，セルに，＝（6238⊘3852）^（1⊘（1900⊖1885））⊖1 ，と入力して求めることができる。しかし，パ
ソコンが無くても，成長率は，関数電卓でも比較的簡単に求めることができる。なお，成長率など経済学
でよく使う計算式，さらには統計学や計量経済学の学習全般にいえることだが，これらを身につけるには，
むしろ関数電卓を使うほうがよい面もある。
　本項ではGNEの時系列データを利用して成長率を求めたが，統計データ，とくに時系列データは，そ
のままデータをプロットしてグラフを描くことを最初に試みるとよい。さらには，成長率を求める前に，
半対数グラフ（x軸に年，y軸にGNEの対数値）を描くとよい。なぜなら，半対数グラフの曲線の傾きは，
そのまま成長率を示すので，一見してそれぞれの期間ごと成長率の差を読み取ることができる。だが，グ
ラフだけでは成長率の差を議論することが難しい。そこで，「成長率」という数値を算出することによって，
期間ごとの成長率の差をデータとして示すことが重要になる。さらに，算出した「成長率」をデータ（変
数）として，次の分析（計量経済学の基礎の回帰分析など）へ進むことができる。
　成長率を求める作業自体，非常に簡単なことかもしれない。それでも，経済成長は，経済学の大切な研
究課題のひとつであり，経済史のみならず現代経済の分析や開発経済学との関連から分かるように，とて
も大切なテーマである。このような重要な研究課題に対しても，歴史統計が存在すれば，比較的容易に推
３　大川一司・篠原三代平・梅村又次他（1966⊘88），全14巻から構成されており，日本の歴史統計の代表的なものである。本ノー
トの5.3も参照のこと。
４　本項は，西川・阿部（1990）による。
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計を行うことができる。ただし，歴史統計は過去に遡るほど資料は少なく，推計作業における仮定の設定
が重要となる。それでは，なぜ，推計作業における仮定の設定が重要なのだろうか。その理由は，仮定を
変えると推計結果も変わるからである。そのため，経済成長率の推計結果は，数値による客観性という視
点に加えて，歴史分析における解釈のひとつとして捉えることも大事である。
４．おわりに
　本ノートは，日本経済史研究における統計分析の基礎として，統計資料の収集，記述統計，分類，統計
の加工，それぞれの初歩のみを取り上げた。経済学部の学生の皆さんは，高等学校で統計を利用した二変
数間の関係の強さを示す分析手法，すなわち相関分析，さらに因果関係を明らかにする回帰分析について
も学習したと思う。しかし，本ノートではこれらについて触れない。なぜなら，経済史の分析には，ミク
ロ経済学とマクロ経済学とをしっかり学習し，まず経済学的に意味のある規則性や関係性などを充分に習
得する必要がある――経済学部の講義でしっかりと学習しましょう。さらに並行して，分析手法である統
計学と計量経済学についてもきちんと学習し，それらを身につける必要がある。しかし，本ノートで取り
上げた記述統計だけでも，分析視角を明確にして，分類の基準を精確に行うことによって，とても面白い
分析結果を得ることができることは，3.2からも明らかであり，歴史統計の分析の有用性を理解されたと
思う。次は，皆さんが歴史統計を利用して，面白い分析を進めよう。
５．これからの学習に向けて
⑴統計学の入門テキスト
①宮川公男（1999／2007（補訂））『基本統計学 ［第３版］』有斐閣。
②大屋幸輔（2011）『コア・テキスト 統計学 ［第２版］』新世社。
　宮川と大屋のテキストは，ツールとしての統計学を強く意識しており，データを利用して統計学の理論
を学習できる良書です。難易度は，宮川から大屋の順に高くなっています。まずは，どちらか１冊を繰り
返して学習されることをお勧めします。
　さて，統計学を学習してゆくと，統計学に特有の用語の意味や考え方，また，記述統計と推測統計との
関係など，理解することが少し難しい事柄が出てきます。そのような時は，次のテキストがお勧めです。
③川出真清（2011）『コンパクト統計学』新世社。
　川出のテキストは，上記の宮川や大屋のテキストと併用して利用すると，統計学の理論の背景にある考
え方について理解が深まり，さらに統計学自体の理解も深まるでしょう。
⑵計量経済学の入門テキスト
　統計学を学修したあとは，続いて計量経済学の分析手法を学び，経済の実証分析に進んでみましょう。
ここでも２冊のテキストを紹介します。
①白砂堤津耶（2008）『［例題で学ぶ］初歩からの計量経済学 第二版』日本評論社。
　こちらは，多彩なデータを用いた計量経済学の入門テキストです。もちろん，経済史研究にも応用可能
な入門テキストとしておすすめします。
②田中隆一（2015）『計量経済学の第一歩――実証分析のススメ』有斐閣。
　経済史研究でも計量分析が進められていますが，その際によく用いられるのが統計ソフトウェアStataで
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統計分析の基礎と日本経済史
す。白砂（2008）で計量経済分析の基礎を学んだあと，本書によりStata用いた経済学の実証分析について
学ばれるとよいと思います。
⑶日本の歴史統計
　日本の歴史統計は，次のふたつのシリーズがあります。いずれも大部なので図書館などで利用しましょ
う。そして，②には，CD-ROMが付属しており，PCでの操作もしやすくなっています。
①大川一司・篠原三代平・梅村又次他（1966／88）『長期経済統計』全14巻，東洋経済新報社。
②総務省統計局監修（2006）『新版 日本長期統計総覧』全５巻，日本統計協会発行。
　なお，ここで紹介した統計を含め，統計全般にいえることとして，調査対象や調査の方法などが変更さ
れること，さらに推計作業が行われています。そのため，利用に際しては，各分冊の解説を熟読し，「統
計の氏素性」，すなわち統計の性質を理解して利用することが求められます。
⑷歴史統計と数量経済史，および歴史統計の利用
　まず入門として中西聡編（2017）『経済社会の歴史：生活からの経済史入門』名古屋大学出版会，所収
の次のガイドを読み，文献資料と統計資料について学んでみましょう。
①松沢祐作・中西聡「入門ガイド　文献資料と統計資料」
　つづいて，実際の歴史統計の利用については，石井寛治・原朗・武田晴人編著（2010）『日本経済史研究入門』
日本経済史６，東京大学出版会，所収の次の各論文を参照してください。
②斎藤修「数量経済史と近代日本経済史研究」
③松田芳郎・木村健二「近代日本経済資料論１統計」
④武田晴人「経済史の技法」第２節「統計とのつきあい方」
　なお，上記②から④の論文は，論文の掲載順とは逆に，④から②へと読み進めることをお勧めします。
⑸統計データの収集・整理と経済理論の積極的な利用
① 新保博・速水融・西川俊作（1975）『数量経済史入門―日本の前工業化社会』叢書・現代経済入門15，
日本評論社（現在は，入手不可能です。図書館や古書店を利用して下さい）。
　西川による第Ⅲ部「生産・消費と所得稼得」は，いわゆる徳川時代の「書き上げ」式による資料を，歴
史統計として再構成し，そのデータを経済理論で分析する好例であり，特に一読を薦めます。そして，西
川の研究は，最終的に次の２冊にまとめられ，経済学の分析によって明治維新を推進した長州藩における
幕末の経済状況の一端を知ることができます。
②西川俊作（2012）『長州の経済構造：1840年代の見取り図』東洋経済新報社。
③ 西川俊作著，牛島利明・斎藤修編（2013）『数量経済史の原点：近代移行期の長州経済』慶應義塾大学
出版会。
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